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(総 則)

然1俗 本合はU本吉量級王手合と柄する。

士有 2係 オド合は務~~Cmj歩普及 を l古川，併せて令長相互￠主主総)1Ï<.に貌H主 を mij る とと を

目的とする。

然 3fl条 本舎は1削除の目的をよ主するために，次の事業を行う。

J. 大舎の開催(Jp.1問)

f. 故郷lに附する研究含， 談'po令，採集合~~;の開催

:J. Æ~切干IHïA~!'c後干

4. その他的僚の目的を主主するために必裂な事業

第 4後斗・合c事務所は令長のもとにおく 。

1iJ;5際 水令~弓):XJf. I~.l:l; 4 )J 1 Hに始まり， 翌翌年 3)]31 11 1亡終る。

(曾~.)

第 6総合員は次の3砲とする。

J. 普通合員 (喜蹴廷に閥.C、をもち，本令の趣旨に賛同する間人叉は|鍋{本で， 役只令

め.'1k~~1するもの)

f. ~務合員(議撃の護法に11献があり，木令の趣旨に賛同する個人で，役員舎の

椛隠するもの)

3. 特別合員(本舎の趣旨に賛同し，本合q;ßJI~に特に寄興した個人文は間体で，

役員舎の推薦するもの)

針~n条本舎に入令するには，住所，氏名(J調体名)胤業 を記入した入令 111込有を令

長に差U¥すものとする。

気~ S fl儀 合員は毎年令'1:'(300闘を前納するものとする。但し名枠合員及び特))IJ令員は

令'J!(を要しないa

(役 員)

策 9fl保水舎に次の役員をお〈 。

令長一名

幹 事 若干名

舎町長は王室起人合に於て滋邑人1(1よりとれを.笠 1¥する。幹事は合長が汲起人1(1より

とれを指名する 3

(刊行物)

務10篠木舎は定期刊行物「部類」をJf'-31"1刊行し，令只に!!!¥料で頭河liする。

附則

とのfJ則は11間n'J7 &P.10 JJ 11 JJ から施行し t('~ 1同大合が開催されるまでのr:日有効

とする。


